
NO. 質問 回答

1

業務内容（１）エコチル調査に関する企画評価

エ．実地調査ヒアリングにおける実施状況の把握及び結果のまとめ

仕様書に「ヒアリング結果の取りまとめにあたっては、令和５年度に

作成した、成果に係る情報発信状況（成果発表状況）等の情報収集・

取りまとめ方について手順を整理した資料を活用する」とあります

が、実施要領に掲載されている「年次評価のための自己点検において

収集すべき情報」に示されたすべての情報を上記資料に従って整理で

きるのでしょうか。あるいは、成果発表状況のみ上記資料の手順で整

理し、他の情報は受託者が整理方法を提案するということでしょう

か。

実施要領に記載されている「年次評価のための自己点検において収

集すべき情報」のうち、成果発表状況について、「令和５年度に作

成した、成果に係る情報発信状況（成果発表状況）等の情報収集・

取りまとめ方について手順を整理した資料」を活用し、取りまと

め・整理をいただくことを想定しております。なお、上述の資料を

活用してとりまとめ・整理する過程で、当該資料の記述不足やより

円滑な方法等リバイスが必要な箇所がある場合などには、仕様書に

記載のあるとおり、必要に応じて環境省担当官と相談の上資料の更

新をしていただきます。

また、成果発表状況以外の情報は請負者が整理方法を提案いただく

ことを想定しております。

2

業務内容（１）エコチル調査に関する企画評価

エ．実地調査ヒアリングにおける実施状況の把握及び結果のまとめ

エコチル調査の調査実施機関では通年で成果発表が行われているよう

ですが、成果発表状況の取りまとめに係る作業は、年に何回程度行う

想定でしょうか。

１年分の成果発表状況について、エコチル調査の調査実施機関への

依頼及び回収し記載内容の確認、照会結果の取りまとめ・整理に係

る作業については、年２回程度にわけて実施することを想定してお

ります。

3

業務内容（１）エコチル調査に関する企画評価

エ．実地調査ヒアリングにおける実施状況の把握及び結果のまとめ

現地訪問９か所について、現時点で想定されている調査実施機関はあ

りますか。旅費の積算にかかわりますので、想定されているところが

あれば教えていただければ幸いです。また、国立環境研究所と国立成

育医療研究センターは９か所に含まれますか。

対面とWeb会議システムの併用で行う（請負者は現地で同席を想

定。）ヒアリング（現地訪問９箇所）については、仕様書のとおり

「各調査実施機関の状況を踏まえて環境省担当官と相談の上決定す

る。」こととしており、令和６年度の各調査実施機関の状況を踏ま

えることを考えているため決まっておりません。御提案がある場合

は案をお示しいただくことは差し支えありません。最終的には各調

査実施機関の状況を踏まえて環境省担当官と相談の上決定いたしま

す。国立環境研究所と国立成育医療研究センターが含まれる可能性

もございます。

　また、上記の事情のため、見積時の積算にあたっては実地調査ヒ

アリングにかかる旅費は全国を想定して考えていただければと思い

ます。

　　質問回答


